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耕作放棄水田を放牧に活かす

東北地域の中山間地域では、耕作放棄水
田が年々増加しており、景観の悪化や害鳥

獣の棲みかの増加を招いています。これら耕作放棄水田を解消す
る対策として、耕作放棄水田に牛を放牧する水田放牧への期待が
高まっています。

《高い土壌水分が水田放牧の問題点》

牛は耕作放棄水田のほとんどの雑草を食べることができます
が、雑草は牧草のように再生力や生産力は高く無いので、長期間
放牧するためには牧草を播種しなければなりません。しかし、耕
作放棄水田の土壌水分は通常の牧草地に比べて高いため、牧草地
と同じ牧草を同じように播種しても、牧草地にできません。そこ
で、水田放牧地には牧草の中でも耐湿性の高い草種を導入する必
要があります。

《異なる生育特性の耐湿性牧草を組合せて水田放牧地を造成》

レッドトップは耐湿性に優れ、水田放牧地における永続性も高い
牧草ですが、初期生育が遅いため牧草地の完成に時間がかかります。
一方、ペレニアルライグラスは初期生育に優れ、短期間で牧草地を
作れますが、放牧に利用し続けると次第に牧草が衰退します。そこ
で、これら生育特性の異なる、高い耐湿性の牧草を組合せて播種す
ることにより、速やかに草地ができて、かつ経年化しても牧草が衰
退しない水田放牧地を造成する方法を開発しました。

《ペレニアルライグラスからレッドトップへ植生が変化》

秋にレッドトップとペレニアルライグラスを混播して水田放牧
地を造成すれば、翌春にはペレニアルライグラスが優占する水田
放牧地が完成します。この混播草地はレッドトップの単播草地よ
りも牧草が生えている割合が高く、雑草もあまり見られません。
また、造成初期の草量も混播草地の方が単播草地よりもたくさん
得ることができます。混播草地の植生は造成初期こそペレニアル
ライグラスが優占しますが、放牧に利用するにしたがい永続性の
高いレッドトップの群落が拡大し、優占するようになります。放
牧利用２年目にはレッドトップの単播草地と同じような植生へと
移行するので、その後は永続性の高い水田放牧地として利用でき
ます。

《耕作放棄された水田を牛が有効活用》

この水田放牧地造成技術によって、高い土壌水分の耕作放棄水
田でも牧草を導入し、放牧できるようになりました。中山間地域
の耕作放棄水田の解消に水田放牧をさらに活用していただけるこ
とを期待します。
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図1／ペレニアルライグラスとレッドトップの混播水田放牧地での放牧の様子 　　　　
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